
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんは、マルトリートメント(以下マルトリ)という言葉を聞いたことがありますか？マル＝悪い、トリ

ートメント＝扱いという意味で、虐待とまでは言えない、もっと広範囲の子どもへの不適切な関わりの

ことです。最近、保育施設でのマルトリも報道等で目にします。マルトリは、虐待と同様に、子どもによ

くない影響を与えるということが、様々な研究でも明らかになっています。 

 マルトリには、身体的マルトリ、心理的マルトリ、性的マルトリ、ネグレクト等があります。身体的なもの

は、悪いことだと認識しやすいのですが、暴言などの心理的なマルトリは、意識しにくいように思いま

す。しかし、言葉だけのマルトリであっても、子どもに大きな影響を与えます。マルトリの始まった時期、

期間、程度、内容、頻度、受けた子どもの性格・知的能力・性別・特性等によって、どのような影響が表

れるかは、一概には言えません。幼い頃のマルトリは、ずっと心に残っていて、いつ症状が出てくるかは

わかりません。 

マルトリの影響は、身体的影響、知的発達への影響、情緒的影響、対人関係への影響、脳へのダメ

ージ等が挙げられます。その中でも、特に覚えておいてほしいのが『虐待順応性反応』です。虐待やマ

ルトリを受けていた子どもは、優しくされたり幸せになったりすることに不安を感じ、わざと怒られるよう

な行動をとってしまうのです。また、児童精神科の杉山先生は、虐待やマルトリを『第 4 の発達障害』と

定義し、子どもの多動や落ち着きのなさといった行動をADHDかどうかと鑑別診断するよりも、虐待や

マルトリを受けた子どもには発達障がいのような症状があると考えて対応していこう、と提唱されてい

ます。そして、かなり衝撃的ですが、マルトリを受けた子どもに、脳の萎縮が起こっていることが検証さ

れています。体罰による前頭前野(理性や人間ならではの高次機能を司る)の萎縮や暴言による聴覚野

の変形、強いストレスによる偏桃体(記憶や情動を司る)の変形、大脳全体の体積の減少等が確認され

ています。 

このような子どもたちへの関わりのポイントは、①子どもの話に耳を傾ける、②安定・一貫した態度

で接する、③肯定的な関わり・現状をほめる(認める)、が挙げられます。保護者自身が受け止めてもら

えず逆境的な育ちをしていることが多いため、この3つのポイントで対応することで、回復につながるこ

ともあります。マルトリを受けている子どもは、気を引くために嘘をついたり、「試し行動」で大人を挑発

することもありますが、子どもがそう思ったという事実、そう言いたかった気持ちを「あなたはそう思っ

たんだね」と受け止めます。一歩踏みとどまり、受容的な関わりをすることが、子どもの回復につながり

ます。また、否定語が多くならないよう、肯定的な言い方を意識しましょう。叱るよりほめる方が多かっ

たかと一日を振り返ったり、自分の育ちや考え方の傾向を意識することも対人援助職として必要なこと

です。 

虐待やマルトリは、大変難しい問題ですが、支援者が知識を持って、寄り添う気持ちで関わること

が、いつか子どもや保護者のレジリエンス(回復する力)につながると思います。毎日通い、長い時間を

過ごす園での生活や関わりは、子どもの発達に大きな影響力があり、子どもがマルトリの影響から回復

する過程においての力となると感じています。 
 

令和５年度 第７回共同機構研修会 令和５年９月２９日(金) 

講師 友田 周子  

京都市第二児童福祉センター発達相談課長・児童相談所相談支援担当課長 

＊上記の要約は、講義をもとに編集したものです。 



 こどもみらい館では、今までに開催した共同機構研修会の DVD を作成し、研修参加施設の職

員研修に限って貸し出しています。（講師の許可の取れた研修に限ります。） 

詳細は、１２月７日発送の通知文をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ 講師名 

 マルトリートメント(不適切な養育) 

           その実態と子どもへの影響 

友田 周子さん 

京都市第二児童福祉センター発達相談課長 

京都市児童相談所相談支援担当課長 

 保幼小連携・接続 

あなたは何をはじめますか 架け橋期の子どもたちに  

大林 照明さん 

佛教大学特任教授 

 子どもの発達支援と保護者へのアプローチ 岡崎 達也さん 

（公社）京都市児童館学童連盟事務局主任厚生員 

 発行日   令和５年１２月４日 

 発行者   京都市子育て支援総合センターこどもみらい館 
 〒604-0883 中京区間之町通竹屋町下る楠町 601-1 
Tel ： (075)254-5001   Fax ： (075)212-9909 

 URL ： https://www.kodomomirai.city.kyoto.lg.jp/ 

この印刷物が 

不要になれば 

「雑がみ」として 

古紙回収等へ！ 

子どもを育む喜びを感じ、 

親も育ち学べる取組を進めます。 

 

 [京都はぐくみ憲章]より 

最新 DVD は

こちら。 

それぞれの園の実態やお考えを把握し、皆様から頂いた御意見を 

生かしながら研究・研修事業を進めていきたいと考えています。 

ぜひ、御意見をお聞かせください。
アンケートの御協力は、 

こちらQRコードからでも！ 

明徳幼稚園 
 

令和６年１月１５日実施予定 
＊４歳児・５歳児クラスの 

保育見学 

 

壬生保育所 
 

令和６年１月２５日実施予定 
＊０歳児・異年齢クラスの 

保育見学など 

 

聖三一幼稚園 
幼稚園型認定こども園 

令和６年１月２３日実施予定 
＊３歳児・５歳児クラスの 

保育見学 

フィールド研修の協力園が決まりました！ 


